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1 は じ め に

施設での野菜生産を進める場合,施設の利用率,連作障

害及び土壌病害の回避等が重要な課題である。当試験場で
はこれらの諸問題を解決する栽培技術として,簡易的な隔

離床栽培であるボックス栽培に取り組んでいる。ボックス

栽培はハウス利用率の向上,作業性の改善,連作障害及び

土壌病害の回避,根圏及び養水分制御による生育コントロー
ル等が期待される栽培技術である。そこで,重要な施設型

果菜類であるトマト (大玉品種)について,ボ ックス配置
法と定植時の苗形態を検討 し,ボ ックス栽培の適応性を明
らかにしたので報告する。

2試 験 方 法

0)試験区 表 1,図 1を参照

2)試験規模  1区  8株  2反復

13)栽培概要

1)品種 マイロック (サ カタのタネ)

2)播種 10月 29日

3)育苗 ボット苗 :10 5calポ リポット

表 1 試験区

セル苗 :72穴セル トレイ

4)定植 ポット苗 112月 17ロ  セル苗 :12月 7日

5)栽植様式 うね幅240cll, 2株/ボ ックス,図 1

を参照。

6)整枝法 主枝 1本仕立て,第 7花房のより上 2葉

を残 し摘心し,第 7果房まで収穫 した。
7)ハ ウス内気温 最低気温15℃ に設定した。
8)ボ ックス形状 容積18′

内潰1442× 285× 152(om)

外測482× 314× 177(m)
9)培地組成 園試慣行用土 :籾殻堆肥 :籾殻‐ 1:
1:1(体積比)

10)施肥量

基肥 :N-07g/′ (肥効調節型肥料),

追肥 :液肥 (OK‐ Fl 1000倍 )

(表 1,図 1)

3 試験結果及び考察

に)生育及び花数,着果状況

収穫時の草丈は,ボ ックス間距離OcI区が10111区 よりも

約10cn大 きくなったが,定植時の苗形態の違いによる差は

見られなかった。また,生育期から収穫期を通して,セ ル

苗区の草勢がポット苗区よりも著 しく旺盛になることはな
かった (表 2)。

花数及び着果状況に,ボ ックス間距離及び定植時の苗形

態の違いによる差は,ほとんど見られなかった。

各区とも十分な生育量,花数及び着果が見られたことか

ら、生育面から見たトマ トのボックス栽培適応性は十分で
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あると思われた。

2)収量

商品果収穫収量 (8株当り)は ,定植時の苗形態の違い

による差は見られなかったものの,ボ ックス間距離 O om区

が279～ 28 5kg,10cI区 が312～ 31 4kgと 後者が若千上回っ

た。また商品果率も同様な傾向であった。しかし,a当 た

り収量は,栽植密度が高いボックス間距離Oc12の 区が10om

の区よりも,約01t以上多かった。平均果重は各区とも200

g前後であった (表 3)。

階級別収量では,各区とも2Lか らL級が中心 (総収量

の30%)で あり,区間に大きな差は見られなかった。

以上のように,ボ ックス間距離 O cI区で097～ 099t/a,

10m区で081～ 084t/aと ,各区とも高い商品収量が得 ら

れ,大玉果 (2Lか らL級)の生産が十分に可能であった

ことから,収量性から判断した場合でも, トマトのボック

ス栽培への適応性は高いと思われた。

(31 障害果発生状況

ボックス間距離 Om区で病害果 (灰色カビ病)力る 1～100

%,奇形乱形果が96～158%と 多く発生したのに対し,ボ ッ

クス間距離10¨区では尻腐れ果の発生が245～ 310%と 最

も多かった (表 4)。 これはボックスを配置する場合の間

隔の有無が,培地の保水程度に大きく影響するためと思わ

れる。

4 ま  と  め

以上の結果から, トマトのボックス栽培への適応性は極

めて高く,適切な給液管理をすることによって土耕栽培 と

同程度,あ るいはそれ以上の収量が望めるものと思われる。

また,セ ル苗を直接定植した場合でも,ボ ット苗を定植 し

た場合と同程度の生育,収量を示したことから,ボ ックス

栽培では,セ ル苗直接定植も積極的に利用できるものと思

われる。ボックスの配置法については,その配置間隔が障

害果発生状況に大きく影響することが明らかとなった。ま

た,収穫期後半の樹勢維持,培地の乾燥,ボ ッヽクス運搬時

の作業性等の問題点も明らかとなった。今後は,ボ ックス

培地の軽量化による作業性向上,給液管理法やボックス配

置法の更なる検討,あ るいはボックス栽培の特性を利用 し

た高品質野菜生産等に取り組む必要があると思われる。

表 2 生育 6株平均

ボックス     葉数

O cI     セル     40    14 1    77 19  1
ポッ ト   7 1    247   89   348   352   156   82 3   51 0   270   1801   1 5    1 8    1 7

10cm    セル    40    133   8 1    31 5   336   156   85 1   489   254   171 4   14    1 8    1 7
ボッ ト    70   248   94    365   366   16 1   895   47 1   262   1729   1 6    16    1 6

注 1)セ ル苗は12月 7日 ,ボ ット苗は12月 17日 に定植
2)播種後60日 ,第 1果房開花直前
3)播種後88日 ,第 3果房開花期
4)各部位直下を計測

収量表 3 8株当たり

ボックス 重量  果重  たり  果数      重量

間距離  苗形態  (個) (kg) (t) (個 ) (%) (kg) (g) (t) (個 ) (%) (kg)
Oo■      セル    2250   497    1 73    1345   597    285   2125   099    905    404    21 4

ボッ ト    2205   474    1 64    1275   578    279   2188   097    930    422    195
10cm      セル    2350   51 1    1 33    1465   62 3    324    2209   084    885    377    188

ボッ ト    2400   464    1 21    1570   654    31 2    1979   081    830    347    15 2

ボックス

cm    セル   305
ボッ ト   345   156   50   2 3   90   4 1    05   03    1 0   05  21 0   96  220   100

10cm     セツレ    300   12 8    6 5    2 8    50    2 1    0 0    00   24 5   105   12 5    5 4   100    4 3
ボッ ト   195   8 1    90   38   20   09   00   00  31 0  129   175    73   40    1 7

果数  重量  たり  果数

注 1)100g未満の果実など
2)率 (%)は総収量に対する割合

表 4 障害果発生状況
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